
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】二次電池の劣化を防止したり、電気式機器類に

おける金属配線等の導電部の電気抵抗を低下させる。

【解決手段】シート材に放射性物質４を固着し、これを

携帯電話Ｔ等の機器類に貼着するか、或いは原料樹脂９

に放射性物質４を配合し、得られた配合物で、機器類の

一部、例えば二次電池Ｂ収容部の蓋体10を成形するか、

或いは塗料に放射性物質４を配合し、これを機器類に塗

布ことによって、二次電池Ｂのイオン伝導体中のイオン

や析出物を放射線で励起し、イオンや析出物の化学反応

活性を高めて、析出物結晶の成長及び肥大を抑止して、

二次電池Ｂの劣化を防止する。又、金属配線等の中の結

合電子を励起し自由度を高めて、導電部の電気抵抗を低

下させる。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ ー ト 材 に 放 射 性 物 質 を 固 着 し て 成 し た こ と を 特 徴 と す る 電 気 特 性 改 変 材 。
【 請 求 項 ２ 】
原 料 樹 脂 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し 、 得 ら れ た 配 合 物 を 成 形 し て 成 し た こ と を 特 徴 と す る 電 気
特 性 改 変 材 。
【 請 求 項 ３ 】
塗 料 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し て 成 し た こ と を 特 徴 と す る 電 気 特 性 改 変 材 。
【 請 求 項 ４ 】
放 射 性 物 質 に セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末 を 混 合 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 電
気 特 性 改 変 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 二 次 電 池 の 劣 化 を 防 止 し た り 、 電 気 式 機 器 類 に お け る 金 属 配 線 等 の 導 電 部 の 電
気 抵 抗 を 低 下 さ せ る 電 気 特 性 改 変 材 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 各 種 の 機 械 器 具 に は 電 気 式 の も の が 多 く 、 大 型 で 大 電 力 を 消 費 す る 産 業 機 械 は 勿 論
、 小 型 で 小 さ な 電 力 し か 消 費 し な い 携 帯 電 話 等 の 機 器 も 、 電 気 の 利 用 が な く て は 成 立 し な
い 。
又 、 こ ら の 電 気 式 機 器 類 に は 、 化 学 電 池 を 利 用 す る も の が 少 な く な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 化 学 電 池 は 一 次 電 池 と 二 次 電 池 に 大 別 さ れ 、 化 学 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー
に 変 換 す る 仕 組 み は 同 じ で 、 酸 化 剤 を 陽 極 活 物 質 、 還 元 剤 を 陰 極 活 物 質 と し 、 両 極 を イ オ
ン 伝 導 体 （ 電 解 質 水 溶 液 又 は 非 水 溶 液 電 解 質 ） 中 に 対 置 し 、 か か る 両 極 に 外 部 負 荷 を 接 続
す る と 、 陽 極 で は 電 子 受 容 反 応 （ 還 元 反 応 ） が 起 こ り 、 陰 極 で は 電 子 放 出 反 応 （ 酸 化 反 応
） が 起 こ り 、 外 部 負 荷 を 通 っ て 電 子 は 陰 極 か ら 陽 極 へ と 移 動 し 、 電 流 は 陽 極 か ら 陰 極 に 流
れ る 。
又 、 イ オ ン 伝 導 体 中 で は イ オ ン が 移 動 す る こ と で 、 電 流 が 流 れ る 。
こ の 様 に 、 放 電 現 象 は 電 気 化 学 反 応 に よ っ て 起 こ り 、 放 電 に よ り 活 物 質 が 消 費 さ れ 、 そ れ
以 上 放 電 出 来 な く な っ た ら 廃 棄 し て し ま う 形 式 の 電 池 を 一 次 電 池 と い い 、 活 物 質 が 消 費 し
尽 く さ れ た ら 、 外 部 か ら 電 力 を 供 給 し 、 活 物 質 を 再 生 し て 繰 り 返 し 使 用 す る 形 式 の も の を
二 次 電 池 と い う 。
二 次 電 池 に は 、 自 動 車 等 の 機 械 器 具 類 に 用 い ら れ る 鉛 蓄 電 池 や 、 電 子 機 器 等 の 小 型 機 器 に
用 い ら れ る ア ル カ リ 蓄 電 池 が あ り 、 ア ル カ リ 蓄 電 池 の 中 で も 、 活 物 質 に リ チ ウ ム を 利 用 し
た も の が 最 も 軽 量 且 つ 小 型 の た め 、 携 帯 電 話 や ノ ー ト 型 パ ソ コ ン の 普 及 に 伴 っ て 特 に 注 目
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
研 究 開 発 段 階 や 出 願 段 階 で 先 行 技 術 調 査 を 行 っ て お ら ず 、 記 載 す べ き 先 行 技 術 文 献 を 知 り
ま せ ん 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 上 記 充 放 電 時 の 化 学 反 応 に は 、 電 解 質 の 析 出 又 は 分 解 が 伴 い 、 充 放 電 を 繰 り 返
す と 次 第 に 析 出 物 の 結 晶 が 大 き く 成 長 し て 、 完 全 に 元 に 戻 ら な く な っ て し ま い 、 そ の 結 果
、 二 次 電 池 の 蓄 電 容 量 、 起 電 力 が 低 下 し 、 電 池 の 交 換 を 余 儀 な く さ れ た 。
又 、 携 帯 用 の 機 器 類 に あ っ て は 、 外 出 先 で の 電 源 切 れ に 悩 ま さ れ 、 連 続 使 用 時 間 を 長 く す
べ く 、 機 器 類 の 省 電 力 化 が 望 ま れ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み 、 シ ー ト 材 に 放 射 性 物 質 を 固 着 し 、 こ れ を 機 器 類 に 貼 着 す る か
、 或 い は 原 料 樹 脂 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し 、 得 ら れ た 配 合 物 で 、 機 器 類 の 一 部 を 成 形 す る か
、 或 い は 塗 料 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し 、 こ れ を 機 器 類 に 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 機 器 類 に 内
装 し た 二 次 電 池 に あ っ て は 、 イ オ ン 伝 導 体 中 の イ オ ン や 析 出 物 を 放 射 線 で 励 起 し 、 イ オ ン
や 析 出 物 の 化 学 反 応 活 性 を 高 め て 、 析 出 物 結 晶 の 成 長 及 び 肥 大 を 抑 止 す る 様 に し 、 ま た 機
器 類 に お け る 金 属 配 線 等 の 導 電 部 に あ っ て は 、 金 属 配 線 等 の 中 の 結 合 電 子 を 励 起 し 自 由 度
を 高 め て 、 導 電 部 の 電 気 抵 抗 を 低 下 さ せ る 様 に し て 、 上 記 課 題 を 解 決 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 の 一 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ に 示 す 様 に 、 本 発 明 に 係 る 電 気 特 性 改 変 材 １ は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 等 の 接 着 剤 ２ を 用 い て
、 シ ー ト 材 ３ の 表 面 に 放 射 性 物 質 ４ を 固 着 し て い る 。
又 、 裏 面 に は 粘 着 層 ５ を 設 け 、 該 粘 着 層 ５ の 表 面 を 剥 離 紙 ６ で 被 覆 し て い る 。
シ ー ト 材 ３ は 、 可 撓 性 を 有 す る も の で あ れ ば 良 く 、 例 え ば 金 属 泊 、 樹 脂 製 フ ィ ル ム 、 不 織
布 等 で 良 い 。
放 射 性 物 質 ４ は 、 人 体 に 影 響 し な い 極 微 量 の 放 射 線 を 放 出 す る も の で 、 例 え ば ラ ジ ウ ム 、
ラ ド ン 等 が 挙 げ ら れ 、 天 然 鉱 石 、 精 製 物 を 問 わ な い が 、 微 粉 化 し た も の が 望 ま し い 。
又 、 放 射 性 物 質 ４ に セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末 ７ を 混 合 し て も 良 く 、 図 ２ に 示 す 様 に 、 セ ラ ミ ッ ク
ス 粉 末 ７ が 骨 材 と な っ て 、 シ ー ト 材 ３ の 表 面 に 放 射 性 物 質 ４ を 含 ん だ 多 孔 質 の 放 射 層 ８ が
形 成 さ れ る 。
セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末 ７ の 種 類 は 、 何 ら 限 定 さ れ ず 、 例 え ば シ リ カ 、 ア ル ミ ナ 、 ジ ル コ ニ ア 等
で 良 い 。
使 用 に 際 し て は 、 剥 離 紙 ６ を 剥 が し て 裏 面 の 粘 着 層 ５ を 対 象 物 に 押 し 付 け れ ば 良 く 、 例 え
ば 、 携 帯 電 話 Ｔ に 使 用 す る 場 合 は 、 二 次 電 池 Ｂ の 収 容 部 内 底 部 に 貼 付 す れ ば 良 い （ 図 ３ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
次 に 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。
第 一 変 形 例 の 電 気 特 性 改 変 材 １ は 、 原 料 樹 脂 ９ に 放 射 性 物 質 ４ を 配 合 し 、 得 ら れ た 配 合 物
を 所 望 の 形 に 成 形 し た も の で 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 Ｔ の 場 合 は 、 二 次 電 池 Ｂ 収 容 部 の 蓋 体 １
０ の 形 に 成 形 す れ ば 良 い （ 図 ３ 参 照 ） 。
原 料 樹 脂 ９ は 、 適 宜 形 状 に 成 形 可 能 な も の で あ れ ば 良 く 、 例 え ば 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 ホ ル
ム ア ル デ ヒ ド 樹 脂 、 尿 素 樹 脂 、 珪 素 樹 脂 等 の 熱 硬 化 性 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ ス チ レ ン
、 ポ リ メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル 等 の 熱 可 塑 性 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン メ タ ア ク リ レ ー ト 、 オ リ ゴ エ
ス テ ル ア ク リ レ ー ト 、 ウ レ タ ン ア ク リ レ ー ト 、 エ ポ キ シ ア ク リ レ ー ト 、 感 光 性 ポ リ イ ミ ド
、 ア ミ ノ ア ル キ ド 等 の 光 硬 化 性 樹 脂 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 二 変 形 例 の 電 気 特 性 改 変 材 １ は 、 塗 料 １ １ に 放 射 性 物 質 ４ を 配 合 し た も の で 、 塗 料 １ １
と し て は 、 公 知 の も の 用 い る こ と が で き 、 有 機 系 、 無 機 系 を 問 わ な い 。
使 用 に 際 し て は 、 例 え ば 携 帯 電 話 Ｗ の 蓋 体 １ ０ の 内 面 に 塗 布 す れ ば 良 い （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
次 に 本 発 明 の 電 気 特 性 改 変 材 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
電 気 特 性 改 変 材 １ 中 の 放 射 性 物 質 ４ は 、 放 射 線 を 常 時 放 出 し 続 け る 。
こ の 放 射 線 を 受 け た 二 次 電 池 Ｂ の イ オ ン 伝 導 体 中 の イ オ ン は 、 原 子 価 電 子 が 遷 移 し て 励 起
状 態 と な る こ と か ら 、 化 学 反 応 を 起 こ し 易 い 。
従 っ て 、 放 電 時 の 化 学 反 応 に よ る 析 出 物 の 生 成 速 度 は 速 く な り 、 こ の た め 結 晶 成 長 が 抑 止
さ れ て 、 結 晶 が 肥 大 化 し な い 。
又 、 生 成 し た 析 出 物 も 、 放 射 線 を 受 け て 結 合 電 子 が 励 起 さ れ 、 充 電 時 に 電 子 の 授 受 で 容 易
に 分 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
一 方 、 電 気 式 機 器 類 中 の 各 種 回 路 、 配 線 を 構 成 し て い る 導 電 部 は 金 属 製 で 、 金 属 は 自 由 電
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子 に よ り 多 数 の 原 子 が 結 合 し て 成 る と こ ろ 、 か か る 導 電 部 に あ っ て は 、 放 射 性 物 質 ４ か ら
の 放 射 線 を 受 け る と 、 金 属 結 合 に 係 る 自 由 電 子 は 励 起 さ れ 、 こ れ ら 励 起 さ れ た 電 子 は 、 基
底 状 態 の 電 子 よ り も 高 い 運 動 エ ネ ル ギ ー を 有 す る た め 、 導 電 部 に 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 自
由 電 子 は 容 易 に 移 動 す る 。
従 っ て 、 導 電 部 の 電 気 抵 抗 値 は 、 放 射 線 を 受 け て い な い 場 合 よ り も 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
要 す る に 本 発 明 は 、 シ ー ト 材 ３ に 放 射 性 物 質 ４ を 固 着 し て 成 し た の で 、 各 種 の 電 気 式 機 器
類 に 貼 付 す る だ け で 、 機 器 類 に 用 い ら れ る 二 次 電 池 Ｂ の 劣 化 を 防 止 で き た り 、 機 器 類 中 の
回 路 、 配 線 の 電 気 抵 抗 を 低 下 さ せ て 、 機 器 類 の 省 電 力 化 、 連 続 使 用 時 間 の 延 長 を 図 る こ と
が 出 来 る 。
又 、 本 発 明 を 貼 付 し た 機 器 類 に 、 劣 化 し て し ま っ た 二 次 電 池 Ｂ を 使 用 す る と 、 二 次 電 池 Ｂ
の イ オ ン 伝 導 体 中 で 生 成 さ れ 、 大 き く 成 長 し て 、 難 分 解 物 と 化 し て し ま っ て い る 析 出 物 が
、 放 射 線 の 作 用 で 容 易 分 解 さ れ る た め 、 二 次 電 池 Ｂ の 蓄 電 容 量 、 起 電 力 を 回 復 さ せ る こ と
が 出 来 る 。
又 、 シ ー ト 材 ３ を 細 長 く テ ー プ 状 に す れ ば 、 例 え ば 発 電 所 か ら の 送 電 線 に 巻 着 し て 、 電 圧
降 下 を 抑 止 で き る た め 、 遠 隔 地 へ 送 電 し て も 電 力 ロ ス が 少 な く 、 省 エ ネ ル ギ ー に 貢 献 す る
こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
原 料 樹 脂 ９ に 放 射 性 物 質 ４ を 配 合 し 、 得 ら れ た 配 合 物 を 成 形 し た の で 、 例 え ば 電 気 式 機 器
類 の 外 装 ケ ー ス を 成 形 す れ ば 、 外 装 ケ ー ス か ら 放 射 線 が 放 出 さ れ る た め 、 外 装 ケ ー ス 自 体
に 二 次 電 池 Ｂ の 劣 化 防 止 や 電 気 抵 抗 低 下 の 機 能 を 付 与 す る こ と が で き 、 外 観 上 も 違 和 感 な
く 、 上 記 と 同 様 な る 効 果 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
塗 料 １ １ に 放 射 性 物 質 ４ を 配 合 し て 成 し た の で 、 塗 布 す る だ け で 良 く 、 既 存 の 機 器 類 、 既
設 の 設 備 に も 簡 単 に 使 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
通 電 さ せ る と 二 次 電 池 Ｂ や 電 気 式 機 器 類 の 導 電 部 は 発 熱 す る が 、 放 射 性 物 質 ４ に セ ラ ミ ッ
ク ス 粉 末 ７ を 混 合 し た の で 、 放 射 性 物 質 ４ を 含 有 す る 放 射 層 ８ が 多 孔 質 と な っ て 、 比 表 面
積 が 増 大 し 、 放 熱 効 率 が 向 上 す る た め 、 過 熱 に よ る 二 次 電 池 Ｂ の 起 電 力 低 下 、 導 電 部 の 電
気 抵 抗 の 上 昇 を 抑 止 す る こ と が 出 来 る 等 そ の 実 用 的 効 果 甚 だ 大 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 電 気 特 性 改 変 材 の 模 式 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 放 射 性 物 質 に セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末 を 混 合 し た 電 気 特 性 改 変 材 の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 シ ー ト 状 の 電 気 特 性 改 変 材 と 蓋 体 形 状 の 電 気 特 性 改 変 材 の 使 用 状 態 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 塗 料 状 の 電 気 特 性 改 変 材 の 使 用 状 態 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 電 気 特 性 改 変 材
３ 　 シ ー ト 材
４ 　 放 射 性 物 質
７ 　 セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末
９ 　 原 料 樹 脂
１ １ 　 塗 料
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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